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令和７年度第１回城東区教育会議 議事要旨 

日時 令和７年８月 27日（水）19時～20時 30分 場所 城東区役所１階 101・102会議室 

出席者 
教育会議委員、区内小中学校幹事校長 

城東区長、城東区副区長、子育て教育担当課長、子育て教育担当課長代理 

内    容 

報告案件 

[主な意見等と区の見解] ○：委員、●：区役所、オブザーバー  

【令和６年度教育関係事業の自己評価および令和７年度事業について】 

○城東区教職員人材バンクの登録者はどのぐらいか。 

⇒●今年度の登録者は 22 名。広報誌に登録者募集の記事を掲載した後に問い合わせや登録が増

える状況。（課長代理） 

 

○令和６年度運営方針における目標未達成を受け、改善策は考えているか。 

⇒●資料にも記載のとおり、サミットの実施内容や運営方法の見直しや、城東区教職員人材バンクの

登録職種などの充実、各校の活用促進を図るとともに、学校へのアンケートを通して新たな改善策

を検討する。（課長代理） 

議 題 

 

 [主な意見等と区の見解] ○：委員、●：区役所、オブザーバー 

【令和７年度いじめ・不登校対策事業の取組方針について】 

○いじめは減ってきてはいるが、水面下ではいまだに多いと思う。保護者が直接こども相談センター 

に連絡する場合もあると思うが、そのようなケースではセンターから学校へ連絡することになるのか。 

⇒●ケースによって対応は異なるが、こども相談センターが対応しているという場合は「問題行動が 

ある」、「重大な被害がある」と想定される。基本的には学校との連携が当該児童にとっても最善だと 

考えられるため連携することになる。また、重大事案であれば、市教委が対応する。（課長） 

 

○高校の部活動での暴力事件があったが、教員(監督)が分かっていて傍観することや、指導と称して 

教員が生徒に体罰を行うような事案がよくある。保護者も指導だということで、ある程度目をつぶって 

しまうところもあるが、大きな問題にならないうちに学校として教員を指導できないのか。 

⇒●部活動では以前このような問題が多くあったが、大阪市内では過去に公立高校であった体罰問 

題を受け、プレイヤーズファーストの考え方が徹底されている。部活動指導員の雇用や地域への移 

行も進められており、部活動のあり方が大きく変わっていくと思われる。（中学校長） 

 

＜城東区スクールロイヤー事業について＞ 

●城東区役所スクールロイヤー事業の教職員研修や児童へのいじめ出前授業を利用したが、出前 

授業では、どんなことがいじめになるかということが非常に子どもたちの心に刺さったという印象。ま 

た、申込みから事業の利用までの対応が早いことがとてもありがたい。（小学校長） 

○出前授業は非常に良いものなので、全校、全学年でやってほしい。 

⇒●現在は希望制であるが、学校の協力も得ながら、次年度の事業内容、予算算定を検討していく。 

（課長） 

 

○先生のなり手が少ない現状の中で、子どもが教員を追い込むようなこともあると思うが、そういった 

場合に教員からの相談も受けることができるのか。 
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⇒●個々の教員の相談にのることはしていないが、教員研修で質疑応答の時間を多くとり、いま抱え

ている具体的な問題に対する質問を受け、回答の中で助言するような場合もある。また、中学生サ

ミットでは、生徒主体のイベントのため、先生方は別室にて待機していただくが、その間に参加して

いるスクールロイヤーからアドバイスを受けるということもある。（課長） 

⇒●生徒が先生を追い込む事案はあまり聞かないが、子ども同士のトラブルの問題は双方の言い分

が食い違うケースが多く、間に入る学校側で対応しきれないので、保護者との対応について相談す

ることが多い。（小学校長） 

 

＜いじめ・不登校、ヤングケアラー連絡窓口について＞ 

○案内チラシには、ホームページリンク先のQRコードを掲載しているが、スマホを持っていないこども

も一定数いる中で、そういう子どもを対象に取り組みはあるか。 

⇒●メールアドレスを記載したとしても、文字を打ち込んで連絡をするということは考えにくい。電話番

号を掲載しているため、場合によっては周囲の大人や友人に連絡してもらう形にはなると思う。現

在は困っていることがなくても、今後高校生や大学生になって支援が必要な状況になった時に、区

役所に相談できる窓口があったことを思い出してもらえたらと考え、小中学校での周知もお願いし

ている。人に話しづらい内容だと思うので、知人に相談する中でこの窓口につながる場合も考えら

れ、そのためには認知の広がりが必要である。（課長） 

 

○当事者の認識が低いという問題があると思うので、学校の授業の中などでヤングケアラーの認知 

や周囲の理解を高めていくことが重要である。 

⇒●過去に勤めていた学校で、親から暴力を振るわれていた生徒がいたが、話を聞くと、どこの家で

もそういうものだと思っていて相談をすることがなかったということがあった。ヤングケアラーについ

ても「家でお手伝いしている」と聞くと、「がんばっているね」と返すくらいで、どのくらいの頻度かな

ど、踏み込んで聞くこともないが、今後はアプローチの仕方を考えていく必要がある。（中学校長） 

 

○「相談窓口」ではなく、「連絡窓口」という名称にしているのはなぜか。また、相談などのコーディネー

ターは配置されているか。 

⇒●電話を受けた時点で、具体的な相談に対する助言等を行う窓口ではなく、具体的に支援していく

にあたり、区役所内の所管部署や関係機関につないでいくための連絡窓口となるため、「連絡窓

口」としている。コーディネーターとしての配置はしていないが、子育て教育担当で相談対応を行う

場合には、虐待対応など課題を抱えるこどものケース対応を行う職員が担当している。（課長） 

 

○ヤングケアラーという言葉を近年耳にすることが多くなったが、自分も子どもの頃に親が病気で在 

宅介護になり、介護サービスを利用しながらも、多くは自分を含む家族がその役割を担っていたという 

経験があるが、当時はヤングケアラーの概念が浸透していなかった。事例のように、窓口に相談でき 

て解決に繋がるケースだけでなく、潜在的にもっとヤングケアラーはいると思うので、相談窓口の周知 

以外に次のステップがほしいと感じる。 

○ヤングケアラーやいじめのことは町会ではあまりわからない。学校に任せるしかなく、高齢者に比

べると一歩引いているような感覚である。担任の先生の家庭訪問の際に家庭の状況を確認してもら

いたい。 

○こども食堂など、ヤングケアラーではなくても、こどもたちが集える場、情報を提供できる場を増やし 

ていってほしい。 

○広報誌はめくって読まないといけないので、子ども全員にチラシを配るのも良いのではないか。必
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要があれば PTA も協力できる。 

 

＜その他の意見等＞ 

【学校選択制について】 

○どういった情報を根拠にしているかわからないが、偏差値を理由に区域外の学校で選んでいるとい

う話をきく。特段、いじめ問題があったわけでもないのにそういったことが起こると、地域のバランスが

とれない。今後の懸念点であるため、対応策を考えてもらいたい。 

○保護者同士の噂話のようなものが選択する理由の大きなものとなっており、偏差値が理由というわ

けではないのではないか。 

資料 

 

 

 

（資料１）令和 6年度区運営方針 主な具体的取組み 

（資料２）令和 7年度城東区教育関係事業一覧 

（資料３）菫中学校スクールサポートルームの紹介 

（教育委員会事務局広報誌「２Ｂ POSITIVE！」）  

（資料４）城東区教職員等人材バンク 区ホームページ」 

（資料５）城東区スクールロイヤー事業の概要   

（資料６）スクールロイヤーによる出前授業の実施例  

（資料７）「ヤングケアラー連絡窓口」、「いじめ不登校連絡窓口」周知案内リーフレット 

（資料８）連絡窓口への相談事例（※非公開） 

（資料９）教育関連会議年間スケジュール 

 


